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現在、午前１１時５０分。今日も暑いです。 

 １２時から給食、そして午後１時から保護者会が始まります。 

 頑張ってきた１学期も、大詰めと言った感じです。 

 週末は県選で男子剣道団体、女子個人１名が北信越大会出場を成し遂げてくれました。ま

た昨日は、吹奏楽部が新川文化ホールでコンクールに挑み、素敵な演奏を響かせてくれまし

た。聴いていて、とても心地よかったです。 

 

 「 精一杯重い荷物を背負って、 

   下りのエスカレーターの階段を一段一段登るような、 

   そんな努力をした男です。 」 （玉ノ海梅吉 ：相撲解説者） 

 

 この「男」とは、大相撲の初代貴ノ花のことです。彼は、足のけがや小柄な体、大相撲人

気を一身で支える責任感など、それこそ様々な「重い荷物」を背負いながらも、大関の地位

を全うした人です。 

 どんな分野でも人生は不公平できていると思うのですが、宿命を嘆いても始まらないし 

実るものもないと考えます。嘆かずに、歩んで行こうとする強さを持ちたいです。 


